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近
年
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
に
対
す
る

関
心
が
急
速
に
高

ま
っ
て
い
る
。
そ

の
関
心
の
対
象

は
、
潜
在
的
な
成

長
力
で
あ
る
。
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
は
世

界
的
な
金
融
危
機

の
下
で
も
四
・

五
％
の
経
済
成
長
を
達
成
し
た
こ
と
で
、

B
R
I
C
s
に
次
ぐ
新
興
経
済
国
と
し
て
期

待
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
好
調
な
経
済
を
支
え
て
い
る
の
は
、

政
治
の
安
定
で
あ
る
。
い
ま
や
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
は
、
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
民
主
主
義
の

先
進
国
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
国
際
的
に
も
、

「
世
界
第
三
の
規
模
の
民
主
主
義
国
」
と
賞

賛
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

し
か
し
、
政
治
が
安
定
し
た
こ
と
で
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
の
選
挙
に
対
す
る
国
際
的
な
関

心
は
低
下
し
た
。
二
〇
〇
九
年
に
は
総
選
挙

と
大
統
領
選
挙
が
実
施
さ
れ
た
が
、
現
職
の

ス
シ
ロ
・
バ
ン
バ
ン
・
ユ
ド
ヨ
ノ
大
統
領
が

圧
倒
的
な
支
持
を
得
て
再
選
さ
れ
た
こ
と
も

あ
り
、
盛
り
上
が
り
に
欠
け
る
も
の
と
な
っ

た
。
本
書
は
、
そ
の
よ
う
な
関
心
の
低
下
し

た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
選
挙
に
光
を
あ
て
、
も

う
一
度
読
者
の
興
味
を
呼
び
戻
す
こ
と
を
目

指
し
て
企
画
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。

● 

現
代
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
政
治
分
析

の
系
譜

　

ア
ジ
ア
経
済
研

究
所
は
、
激
動
の

連
続
だ
っ
た
一
九

九
〇
年
代
半
ば
以

降
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
政
治
経
済
を
同
時
代

的
に
分
析
す
る
作
業
を
続
け
て
き
た
。
そ
れ

ら
は
、
ス
ハ
ル
ト
体
制
の
崩
壊
を
見
据
え
て

編
ま
れ
た
『
展
開
急
な
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
大
統

領
後
継
問
題
』（
一
九
九
七
年
）を
皮
切
り
に
、

『
ス
ハ
ル
ト
体
制
の
終
焉
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

新
時
代
』（
一
九
九
八
年
）、『
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・

ワ
ヒ
ド
新
政
権
の
誕
生
と
課
題
』（
一
九
九

九
年
）、『
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
総
選
挙
と
新
政
権

の
始
動
―
メ
ガ
ワ
テ
ィ
か
ら
ユ
ド
ヨ
ノ
へ
』

（
二
〇
〇
五
年
）
と
い
っ
た
成
果
と
し
て
刊

行
さ
れ
た
。
ま
た
、
こ
の
間
に
も
、
二
〇
〇

〇
年
四
月
・
一
二
月
、
二
〇
〇
五
年
一
二
月
、

二
〇
〇
八
年
七
月
と
四
回
に
わ
た
り
本
誌
で

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
特
集
が
組
ま
れ
て
き
た
。

　

本
書
は
、
こ
れ
ら
の
現
状
分
析
の
作
業
を

踏
ま
え
つ
つ
、
さ
ら
に
包
括
的
に
二
〇
〇
九

年
の
選
挙
の
諸
側
面
を
分
析
す
る
こ
と
を
目

指
し
た
も
の
で
あ
る
。
今
回
は
、
研
究
所
内

外
か
ら
総
勢
八
人
の
中
堅
・
若
手
研
究
者
が

集
ま
り
、
こ
の
作
業
に
取
り
組
ん
だ
。
そ
の

結
果
、
国
際
的
に
も
類
書
の
な
い
ほ
ど
多
角

的
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
選
挙
を
洞
察
す
る
こ

と
が
可
能
に
な
っ
た
。

●
本
書
の
問
題
意
識
と
構
成

　

二
〇
〇
九
年
の
選
挙
で
は
、
い
ま
や
日
常

政
治
の
一
コ
マ
に
な
っ
た
選
挙
を
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
自
ら
が
し
っ
か
り
と
運
営
で
き
る
の

か
、
そ
し
て
選
挙
が
有
権
者
の
意
思
を
政
治

の
場
に
反
映
さ
せ
る
た
め
の
機
能
を
う
ま
く

果
た
せ
る
の
か
が
問
わ
れ
た
。そ
の
意
味
で
、

こ
の
選
挙
は
、
民
主
主
義
の
定
着
の
岐
路
に

立
つ
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
と
っ
て
は
重
要
な
選

挙
で
あ
っ
た
。

　

私
た
ち
は
、
こ
の
民
主
化
後
三
度
目
の
総

選
挙
と
二
度
目
の
大
統
領
選
挙
で
、
政
治
の

何
が
変
わ
り
、何
が
変
わ
ら
な
か
っ
た
の
か
、

そ
し
て
選
挙
結
果
は
今
後
の
政
治
を
ど
う
方

向
付
け
る
の
か
と
い
う
問
い
を
念
頭
に
置
き

な
が
ら
分
析
を
進
め
た
。

　

本
書
の
最
初
の
三
つ
の
章
は
選
挙
プ
ロ
セ

ス
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
。
国
会
議
員
選
挙

を
分
析
し
た
第
一
章
は
、
与
党
民
主
主
義
者

党
が
勝
利
し
た
原
因
を
探
り
、
有
権
者
の
投

票
行
動
に
変
化
が
み
ら
れ
る
こ
と
を
明
ら
か

に
し
た
。
大
統
領
選
挙
を
分
析
し
た
第
二
章

で
は
、
候
補
者
擁
立
を
め
ぐ
る
権
力
闘
争
と

ユ
ド
ヨ
ノ
の
選
挙
戦
略
が
論
じ
ら
れ
て
お

り
、
ユ
ド
ヨ
ノ
陣
営
の
積
極
的
な
票
動
員
の

過
程
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
選
挙
運
営

の
問
題
を
扱
っ
た
第
三
章
は
、
民
主
化
後
最

も
選
挙
実
施
過
程
が
混
乱
し
た
二
〇
〇
九
年

の
選
挙
の
な
か
で
持
ち
上
が
っ
た
問
題
を
取

り
上
げ
、
そ
の
原
因
を
探
っ
て
い
る
。

　

つ
づ
く
三
つ
の
章
は
、
特
定
の
ア
ク
タ
ー

に
注
目
し
た
分
析
で
あ
る
。
第
四
章
の
分
析

は
、
メ
デ
ィ
ア
選
挙
の
浸
透
に
と
も
な
っ
て

勃
興
し
て
き
た
選
挙
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
関

す
る
国
際
的
に
も
先
駆
的
な
研
究
で
あ
る
。

第
五
章
は
、
国
会
議
員
の
社
会
的
背
景
を
過

去
二
度
の
選
挙
と
の
比
較
の
な
か
で
分
析

し
、政
治
家
と
政
党
の
変
化
を
論
じ
て
い
る
。

第
六
章
は
、
今
回
得
票
率
を
大
き
く
減
ら
し

た
イ
ス
ラ
ー
ム
系
政
党
の
退
潮
の
原
因
を
探

り
、
岐
路
に
立
つ
イ
ス
ラ
ー
ム
系
政
党
の
現

状
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

　

最
後
の
二
つ
の
章
は
、
選
挙
後
に
発
足
し

た
政
権
の
性
格
を
議
論
し
て
い
る
。
第
七
章

は
、
ユ
ド
ヨ
ノ
第
二
期
政
権
発
足
の
プ
ロ
セ

ス
と
内
閣
の
構
成
を
分
析
し
た
う
え
で
、
今

後
の
内
政
上
の
課
題
を
論
じ
た
。第
八
章
は
、

経
済
政
策
の
決
定
過
程
を
分
析
し
た
う
え

で
、
政
権
が
取
り
組
む
べ
き
経
済
政
策
上
の

課
題
を
論
じ
て
い
る
。

　

巻
末
に
は
、
選
挙
結
果
や
選
挙
参
加
政
党

の
一
覧
、
内
閣
名
簿
な
ど
、
選
挙
に
関
係
し

た
資
料
を
掲
載
し
た
。

　

本
書
を
一
読
し
て
も
ら
え
れ
ば
、
地
味
に

見
え
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
選
挙
も
い
ま
だ
大

き
な
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
維
持
し
て
い
る
一
方

で
、
民
主
主
義
の
定
着
に
向
け
て
は
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
こ
と
を
理
解
し
て

も
ら
え
る
は
ず
で
あ
る
。
一
過
性
の
関
心
の

多
寡
に
惑
わ
さ
れ
ず
に
、
地
道
な
研
究
を
続

け
る
こ
と
の
大
切
さ
を
私
た
ち
自
身
も
本
書

の
執
筆
を
通
じ
て
再
認
識
し
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。

（
か
わ
む
ら　

こ
う
い
ち
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究

所
東
南
ア
ジ
ア
Ⅰ
研
究
グ
ル
ー
プ
）

本
名 
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川
村 
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編

『
二
〇
〇
九
年
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
選
挙

―
ユ
ド
ヨ
ノ
再
選
の
背
景
と
第
二
期
政
権
の
展
望
』
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